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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　軸線方向に貫通孔を有する円筒状の軸部の外周面に螺旋状に張り出した翼体を有する金
属製のスクリュー部材が、木質材料からなる部材の軸線方向に互いに離隔した２箇所にそ
れぞれねじ込まれ、
　前記木質材料からなる部材の軸線に沿って配置された緊張材の両端部が、２つの前記ス
クリュー部材の貫通孔にそれぞれ挿通され、
　該緊張材に緊張力が導入された状態で、該緊張力の反力が前記スクリュー部材のそれぞ
れに作用するように定着されていることを特徴とする木質部材。
【請求項２】
　前記木質部材の端部は、端面の一部から軸線方向に所定の長さの範囲までの切り欠きが
設けられ、
　前記スクリュー部材は、該切り欠き内から該木質部材にねじ込まれており、
　前記切り欠きは、該木質部材の端面を他の部材に当接して接合された状態で、前記緊張
材への緊張力の導入及び前記スクリュー部材への定着が可能な大きさとなっていることを
特徴とする請求項１に記載の木質部材。
【請求項３】
　前記木質部材の両端部付近を除いて、該木質部材の軸線方向に溝が形成され、
　該木質部材の両端面又は前記切り欠き内から前記溝内に連通し、前記スクリュー部材の
軸線方向の長さより長く形成された孔に前記スクリュー部材がそれぞれねじ込まれ、
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　該スクリュー部材に両端部が挿通された緊張材が、前記溝内に配置されていることを特
徴とする請求項１又は請求項２に記載の木質部材。
【請求項４】
　前記木質部材の両端面から又は前記切り欠き内から該木質部材の上面、下面又は両側面
のいずれかに貫通する中空孔に、前記スクリュー部材が両端面又は前記切り欠き内からそ
れぞれねじ込まれ、
　該スクリュー部材の貫通孔に両端部が挿通された緊張材が、前記中空孔から該木質部材
外に導かれ、該木質部材に沿って配置されていることを特徴とする請求項１又は請求項２
に記載の木質部材。
【請求項５】
　前記木質部材は、該木質部材より断面が小さい複数の小断面部材を貼り合わせて形成さ
れた集成材であり、
　該木質部材の軸線方向に沿って、部材内に中空孔が形成されるように前記小断面部材が
張り合わされており、
　該木質部材の両端面又は前記切り欠き内から前記中空孔内に連通するように前記スクリ
ュー部材がそれぞれねじ込まれ、
　該スクリュー部材の貫通孔に両端部が挿通された緊張材が、前記中空孔内に配置されて
いることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の木質部材。
【請求項６】
　前記スクリュー部材は、該スクリュー部材の前記貫通孔に挿通される緊張材が張り渡さ
れる側の端部において、該貫通孔の内径が端面に向かって拡大されていることを特徴とす
る請求項１から請求項４までのいずれかに記載の木質部材。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
  本発明は、小断面の木材を貼り合わせて形成された集成材、無垢の木材等の木質材料か
らなる部材であって、軸線方向に沿って配置された緊張材を有し、該緊張材の緊張力によ
ってプレストレスが導入されている木質部材に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　木造建築物においても、例えば多数の人が集まることができる居室や複数台の車を駐車
することができる駐車スペースなど広い空間を備えた構造が求められることがある。この
ような広い空間を設けるためには、大きな間隔で設けられた柱と柱との間に梁等の横架材
を架け渡し、屋根又は上層階の荷重を支持する必要がある。
【０００３】
　長い支間に架け渡す横架材では、上層階の荷重や屋根を支持するために木質材料を鋼部
材等を用いて補強する場合がある。例えば特許文献１には、木質材料からなる基材を補強
用材料で補強した構造用補強木材が記載されている。この構造用補強木材は、無垢材又は
集成材からなる基材の長手方向に沿って貫通孔が設けられ、この貫通孔に補強鋼棒が挿通
されている。この補強鋼棒の両端部にはネジが形成されており、螺合されたナットにより
構造用補強木材に緊締されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実用新案登録第３１５２５３１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
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　このような構造用補強木材は、基材の軸線方向（長手方向）に挿通された補強鋼棒の両
端が、基材の端面に形成された切欠凹部内でスプリングワッシャ付き座金を介してナット
により緊締されている。したがって、補強鋼棒には緊張力が導入され、この緊張力の反力
は、スプリングワッシャ付き座金を介して構造用補強木材に作用する。木材は金属等に比
べて弾性係数が小さく、座金等の金属からなる部材から大きな力が作用すると当接面付近
が変形することがある。このような変形を防ぐには、金属部材の当接面積を大きくする必
要があり、補強鋼棒等の緊張材を定着する構造が大きくなってしまう。そして、緊張材を
定着する構造が木材の側面に露出したり、木材の端部を他の部材と接合するのに支障が生
じたりすることになる。
【０００６】
　本発明は、上記のような事情に鑑みてなされたものであり、その目的は、木質材料から
なる部材の耐荷性能を向上させるために配置した緊張材の定着構造を小さくして、他の部
材との接合を容易にするとともに外観を良好なものとした木質部材を提供することである
。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、請求項１に係る発明は、　軸線方向に貫通孔を有する円筒
状の軸部の外周面に螺旋状に張り出した翼体を有する金属製のスクリュー部材が、木質材
料からなる部材の軸線方向に互いに離隔した２箇所にそれぞれねじ込まれ、　前記木質材
料からなる部材の軸線に沿って配置された緊張材の両端部が、２つの前記スクリュー部材
の貫通孔にそれぞれ挿通され、　該緊張材に緊張力が導入された状態で、該緊張力の反力
が前記スクリュー部材のそれぞれに作用するように定着されていることを特徴とする木質
部材を提供する。

                                                                              
【０００８】
　この木質部材では、緊張力が導入された緊張材の反力がスクリュー部材に作用し、さら
にスクリュー部材の螺旋状に張り出した翼体から、該スクリュー部材の軸線方向における
広い範囲で木質部材に伝達される。したがって、木質部材の端部に大きなプレート等を設
けること無く、木質部材の曲げモーメント等に対する耐力を向上させることができる。つ
まり、上記スクリュー部材は木質部材に埋め込んで使用することができ、木質部材の端部
で定着部の露出する部分を小さくすることができる。また、端部にスクリュー部材が埋め
込まれていても、木質部材を他の部材と接合することが容易となる。
【０００９】
　請求項２に係る発明は、請求項１に記載の木質部材において、　前記木質部材の端部は
、端面の一部から軸線方向に所定の長さの範囲までの切り欠きが設けられ、　前記スクリ
ュー部材は、該切り欠き内から該木質部材にねじ込まれており、　前記切り欠きは、該木
質部材の端面を他の部材に当接して接合された状態で、前記緊張材への緊張力の導入及び
前記スクリュー部材への定着が可能な大きさとなっているものとする。
【００１０】
　この木質部材では、木質部材の端面が他の部材に当接されて接合された状態においても
、両端面に形成されている切り欠きからの操作によって、緊張材への緊張力の導入及びス
クリュー部材への定着が可能となる。したがって、木質部材を他の部材と接合した後に緊
張力の導入又は追加導入が可能となり、緊張力を効率よく適切に導入することができる。
【００１１】
　請求項３に係る発明は、請求項１又は請求項２に記載の木質部材において、　前記木質
部材の両端部付近を除いて、該木質部材の軸線方向に溝が形成され、　該木質部材の両端
面又は前記切り欠き内から前記溝内に連通し、前記スクリュー部材の軸線方向の長さより
長く形成された孔に前記スクリュー部材がそれぞれねじ込まれ、　該スクリュー部材に両
端部が挿通された緊張材が、前記溝内に配置されているものとする。
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【００１２】
　この木質部材では、一方のスクリュー部材の貫通孔から溝内を経て他方のスクリュー部
材の貫通孔に緊張材を配置することができる。つまり、木質部材の一方の端部にねじ込ま
れたスクリュー部材の貫通孔に挿通された緊張材は、溝内を経て他方の端部にねじ込まれ
たスクリュー部材の貫通孔に挿通することができる。したがって、緊張材を木質部材の軸
線方向に容易に配置することが可能となる。また、無垢の木材や、複数の小断面の木材を
貼り合わせた集成材に、軸線方向の長い中空孔を切削するのは困難となるが、溝は無垢の
木材や集成材に容易に切削して緊張材を配置することができる。
【００１３】
　請求項４に係る発明は、請求項１又は請求項２に記載の木質部材において、　前記木質
部材の両端面から又は前記切り欠き内から該木質部材の上面、下面又は両側面のいずれか
に貫通する中空孔に、前記スクリュー部材が両端面又は前記切り欠き内からそれぞれねじ
込まれ、　該スクリュー部材の貫通孔に両端部が挿通された緊張材が、前記中空孔から該
木質部材外に導かれ、該木質部材に沿って配置されているものとする。
【００１４】
　この木質部材では、緊張材の軸線方向の中央部分が木質部材の断面外に配置され、大き
な曲げモーメントに抵抗可能な部材とすることができる。また、緊張材を挿通する中空孔
を短くすることができ、木質部材に緊張材を挿通する中空孔の形成が容易になるとともに
、緊張材を挿通する作業も容易となる。
【００１５】
　請求項５に係る発明は、請求項１又は請求項２に記載の木質部材において、　前記木質
部材は、該木質部材より断面が小さい複数の小断面部材を貼り合わせて形成された集成材
であり、　該木質部材の軸線方向に沿って、部材内に中空孔が形成されるように前記小断
面部材が張り合わされており、　該木質部材の両端面又は前記切り欠き内から前記中空孔
内に連通するように前記スクリュー部材がそれぞれねじ込まれ、　該スクリュー部材の貫
通孔に両端部が挿通された緊張材が、前記中空孔内に配置されているものとする。
【００１６】
　この木質部材では、小断面部材を貼り合わせるときに軸線方向に沿って中空孔を容易に
形成することができる。そして、両端面から中空孔に連通するようにスクリュー部材をね
じ込むことによって、両端部にねじ込まれたスクリュー部材間に中空孔を経て緊張材を配
置することができる。
【００１７】
　請求項６に係る発明は、請求項１から請求項４までのいずれかに記載の木質部材におい
て、　前記スクリュー部材は、該スクリュー部材の前記貫通孔に挿通される緊張材が張り
渡される側の端部において、該貫通孔の内径が端面に向かって拡大されているものとする
。
【００１８】
　この木質部材では、スクリュー部材に形成された貫通孔の内径が、緊張材が張り渡され
る側の端部に向かって拡大されているので、木質部材にねじ込まれたスクリュー部材の先
端側から貫通孔に緊張材を挿入することが容易となる。例えば、木質部材の一方の端面側
からスクリュー部材の貫通孔に緊張材を挿入し、木質部材に形成された中空孔に挿通して
反対側の端部にねじ込まれたスクリュー部材の貫通孔に緊張材を挿入することが容易とな
る。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明の木質部材では、木質材料からなる部材の耐荷性能を向上させるために配置した
緊張材の定着構造を小さくして、他の部材との接合を容易にするとともに外観を良好なも
のとすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
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【図１】本発明の一実施形態である木質部材を示す概略側面図、この側面図中のＡ－Ａ線
における矢視図、Ｂ－Ｂ断面図及びＣ－Ｃ断面図である。
【図２】図１に示す木質部材のスクリュー部材がねじ込まれた部分を示す縦断面図及び横
断面図である。
【図３】本発明の第２の実施形態である木質部材を示す概略側面図、この側面図中のＤ－
Ｄ線における矢視図、Ｅ－Ｅ断面図及びＦ－Ｆ断面図である。
【図４】図３に示す木質部材の中空孔を形成する方法を示す概略斜視図である。
【図５】本発明の第３の実施形態である木質部材を示す概略側面図、この側面図中のＧ－
Ｇ線における矢視図及びＨ－Ｈ断面図である。
【図６】図３に示す木質部材と他の構造部材との接合構造を示す断面図である。
【図７】図６に示す接合構造の分解斜視図である。
【図８】本発明に係る木質部材と他の構造部材との接合構造の他の例を示す断面図である
。
【図９】図６に示す接合構造で接合される木質部材の他の例を示す断面図である。
【図１０】図５に示す木質部材と他の構造部材との接合構造を示す断面図である。
【図１１】図１０に示す接合構造の平断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、本発明の実施の形態を図に基づいて説明する。
　図１は、本発明の一実施形態である木質部材を示す概略側面図、この側面図中に示すＡ
－Ａ線における矢視図、Ｂ－Ｂ断面図及びＣ－Ｃ断面図である。また、図２はスクリュー
部材がねじ込まれた部分を示す縦断面図及び横断面図である。
　この木質部材１は、図１に示すように、緊張材として鋼棒２が軸線方向に配置され、こ
の鋼棒２の緊張力によってプレストレスが導入されたものである。
【００２２】
　上記木質部材１は、板状の木質材料からなる小断面部材を複数枚貼り合わせた集成材で
形成されており、本実施の形態では、断面寸法が高さ約３０ｃｍ、幅約１０．５ｃｍ、な
っている。長さは、使用部位に応じて３６４．０ｃｍ、５４６．０ｃｍ等と適宜に設定す
ることができるものである。
　この木質部材の底面には、両端部の所定長さを除く範囲に軸線方向の溝３が切削されて
いる。そして、この木質部材１の両端面の下部に切削凹部４が形成され、これら切削凹部
４の底から軸線方向に孔５が切削されて上記溝３に連通している。この孔５には端面側か
らスクリュー部材６がねじ込まれている。そして、スクリュー部材６がねじ込まれた孔５
は、この木質部材１の軸線方向に該スクリュー部材６の長さより長い範囲に設けられてお
り、スクリュー部材６は木質部材１内に埋め込まれるものとなっている。
　一方、上記切削凹部４は、図１（ｂ）に示すように、上記孔５の径よりも大きな径の円
形に形成されたものであり、木質部材１の端面の幅よりも切削凹部４の径が小さくなって
いる。したがって、木質部材１の側面視では上記切削凹部４及び埋め込まれたスクリュー
部材６が見えないものとなっている。
【００２３】
　上記スクリュー部材６は、図２に示すように、金属からなる円筒状の軸部６ｂの外周面
に螺旋状に張り出した翼体６ａが形成されたものである。そして、中心軸線に沿って貫通
孔６ｃが形成されており、一方の端部付近ではこの貫通孔６ｃの内径が端面に向かって拡
大されている。このスクリュー部材６は木質部材１に形成された上記孔５に、貫通孔６ｃ
の内径が拡大された側を木質部材１の中央部側とするようにねじ込んで固定されている。
そして、上記翼体６ａが木質部材１と係合して該スクリュー部材６に作用する軸線方向の
力を木質部材１に伝達するものとなっている。
　このようなスクリュー部材６は、上記孔５に螺旋状の溝が切削された後、木質部材１の
切削凹部４側からねじ込まれたものである。
【００２４】
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　上記鋼棒２は、両端部２ａの外周面に雄ねじが形成されており、木質部材１の一方の端
部にねじ込まれているスクリュー部材６の貫通孔６ｃ内に挿通され、上記溝３を経て他方
の端部にねじ込まれたスクリュー部材６の貫通孔６ｃに挿通されている。そして、両端部
の雄ねじに螺合されたナット７により、木質部材１の２つの切削凹部４内で座金８を介し
てスクリュー部材６に係止されている。したがって、ナット７を強く締め込むことによっ
て又はジャッキ等によって鋼棒２に引張力を導入してナット７を締め付けることにより、
鋼棒５に緊張力が導入された状態で両端のそれぞれがスクリュー部材６を介して木質部材
１に定着されるものとなっている。
【００２５】
　このように構成された木質部材１では、緊張力が導入された鋼棒２の反力がナット７か
ら座金８を介してスクリュー部材６に伝達され、さらにスクリュー部材６の外周面に形成
された翼体６ａから木質部材１に伝達される。これによって木質部材１の下縁付近には圧
縮応力が生じ、この木質部材１を梁等として用いたときに載荷される荷重による曲げモー
メントに対して大きな耐荷力を有するものとなる。また、緊張力が導入された鋼棒２から
の反力は、軸線方向に長いスクリュー部材６の周面から木質部材１に伝達され木質部材１
の一部に大きな応力が集中するのが回避される。さらに、スクリュー部材６を軸線方向に
長い部材として外径を小さくすることができるので、スクリュー部材６を木質部材１に埋
め込むとともに、定着部分を収容した切削凹部４を小さくすることができ、側面視におい
て定着部分が露出しない構造とすることが可能となる。
　また、スクリュー部材６がねじ込まれた両端部の間では、底面側に開放された溝３内に
鋼棒２が配置されるので、一方のスクリュー部材６の貫通孔６ｃに挿通された鋼棒２の先
端２ａを一旦溝３内に導き、さらに溝３内の操作によって先端を他方のスクリュー部材６
の貫通孔６ｃに挿通することができる。したがって、鋼棒２を木質部材１の軸線に沿って
配置する作業を効率化することが可能となる。
【００２６】
　なお、上記溝３は、貼りあわされる前の小断面部材１ａの所定箇所を予め切削しておき
、張り合わせたときに溝３が形成されるものでもよいし、貼り合わせされて一体となった
木質部材１を切削して形成されるものであってもよい。
【００２７】
　次に、本発明に係る木質部材の第２の実施の形態を、図３に基づいて説明する。
　この木質部材１１では、第１の実施形態における木質部材１に形成された溝３に代えて
、図３に示すように、中空孔１３が木質部材１１の軸線方向に貫通するように形成されて
いる。なお、この中空孔１３を除く他の構成は、第１の実施の形態と同様であるので、上
記中空孔１３について主に説明し、他の構成については説明を省略する。
　上記中空孔１３は、木質部材１１の両端部ではスクリュー部材１６がねじ込まれ、これ
らの間では鋼棒１２を挿通するために設けられたものである。この中空孔１３は、集成材
を構成する小断面部材を貼り合わせる前に予め加工して形成されたものである。
【００２８】
　例えば、図４（ａ）に示すように、板状の木材からなる複数の小断面部材を貼り合わせ
て一体としたときに中空孔１３となる位置に配置される２枚の小断面部材４１，４２に、
予め断面が半円状の凹部４１ａ，４２ａをそれぞれ軸線方向へ連続するように形成してお
く。そして、これら半円状の凹部４１ａ，４２ａが対向するように上記小断面部材４１，
４２を貼り合わせるとともに他の小断面部材４３とも貼りあわせて一体としたときに、ス
クリュー部材１６及び鋼棒１２が配置される位置にほぼ円形断面の中空孔１３が形成され
る。
　また、図４（ｂ）に示すように、上記２枚の小断面部材４４，４５のそれぞれに、上記
半円状の凹部に代えて矩形の凹部４４ａ，４５ａを切削し、これら凹部４４ａ，４５ａが
対向するように小断面部材４４，４５を貼り合わせて中空孔１３を形成することもできる
。
【００２９】
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　図４（ｃ）に示す方法は、中空孔１３が形成される位置に貼り合わされる小断面部材４
６を軸線方向に２分割し、分割された小断面部材４６ａ，４６ｂの互いの分割面を所定の
間隔を開けて対向させる。このように間隔を開けて配置した小断面部材４６ａ，４６ｂの
両側に積層して他の小断面部材４７を貼り合わせることにより中空孔１３を形成するもの
である。なお、対向して配置される分割面間の間隔は、形成しようとする中空孔１３の断
面寸法に合わせて調整することができものであり、分割する小断面部材４６の厚さを調整
することもできる。
　なお、図４（ｂ），図４（ｃ）に示すように、中空孔１３の断面形状を矩形としたとき
には、この中空孔１３の断面の対角線の寸法を、木質部材１１の端部にねじ込むスクリュ
ー部材１６の軸部の外径より小さくしておくのが望ましい。そして、木質部材１１の端部
のスクリュー部材１６がねじ込まれる範囲は、スクリュー部材１６の軸部の外径とほぼ同
じ径の円形断面となるように切削して中空孔の断面を拡大する。この拡大された中空孔１
３の内周面に螺旋状の溝を切削してスクリュー部材１６をねじ込むことができる。
【００３０】
　さらに、図４（ｄ）に示すように、小断面部材４８の両端部のスクリュー部材１６がね
じ込まれる領域を除いて軸線方向に長い凹部を切削しておくか、又は軸線方向に長い貫通
孔４８ａを設けておき、このような小断面部材４８を他の小断面部材４９の間に挟み込ん
で貼り付けることにより中空孔１３を形成してもよい。この方法によって集成材である木
質部材１１を形成したときには、複数の小断面部材４８，４９が貼り付けられて一体とな
った後に、両端面から中空孔１３に連続するように、スクリュー部材をねじ込む孔を穿設
する。
【００３１】
　上記のように貼り付けられる前の小断面部材４１，４２，４４，４５，４６，４８に加
工を施すことによって中空孔１３が形成された集成材には、両端面から中空孔１３の周囲
に断面が同心円となる切削凹部１４を設ける。そして、スクリュー部材１６を上記切削凹
部１４内から中空孔１３にねじ込んだ後、一方の端面からスクリュー部材１６の貫通孔内
に鋼棒１２を挿入する。スクリュー部材１６の貫通孔に挿通された鋼棒１２は集成材に形
成された中空孔１３内を通って反対側の端部にねじ込まれたスクリュー部材１６の貫通孔
に挿通される。このとき、ねじ込まれたスクリュー部材１６の先端部つまり中空孔１３に
連通する側の端部では、図２に示すように貫通孔の内径が拡大されており、容易にスクリ
ュー部材１６の貫通孔に鋼棒１２を挿入することができるものとなっている。
【００３２】
　図５は、本発明の第３の実施形態である木質部材を示す側面図、側面図中に示すＧ－Ｇ
線における矢視図及びＨ－Ｈ断面図である。
　この木質部材２１は、図５（ａ），（ｂ）に示すように、スクリュー部材２６がねじ込
まれた位置及び鋼棒２２の配置が、図３に示す第２の実施形態と異なるものとなっている
が、その他の構成は図３に示す木質部材１１と同様の構成を備えており、使用されるスク
リュー部材２６や鋼棒２２も同じものである。したがって、以下に本実施形態におけるス
クリュー部材２６及び鋼棒２２の配置について主に説明し、他の構成については説明を省
略する。
【００３３】
　この木質部材２１では、鋼棒２２を挿通するために形成される中空孔２３は、木質部材
２１の両端面の高さ方向におけるほぼ中央部から木質部材２１の下面に向かって斜め方向
に開削されている。そして、両端面には、上記中空孔の開口部の周囲に切削凹部２４が設
けられ、該切削凹部２４内からスクリュー部材２６が中空孔２３にそれぞれねじ込まれて
いる。
　上記中空孔２３は、ねじ込まれるスクリュー部材２６の軸線方向の長さより長く形成さ
れており、スクリュー部材２６のほぼ全長がこの中空孔２３内に埋め込まれる。
【００３４】
　上記鋼棒２２は、上記切削凹部２４内からスクリュー部材２６に形成された貫通孔に挿
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通され、中空孔２３を通って木質部材２１の下面から木質部材外に一旦引き出される。そ
して、木質部材２１の下面に沿って軸線方向に配置され、木質部材２１の他方の端部側に
形成された中空孔２３及びこの中空孔２３にねじ込まれたスクリュー部材２６の貫通孔に
挿通されている。この鋼棒２２の端部は、図１及び図３に示す木質部材１，１１と同様に
、切削凹部２４内において、鋼棒２２の先端部に形成された雄ねじにナット２７が螺合さ
れ、座金を介してナット２７によりスクリュー部材２６の端面に係止されるものとなって
いる。
　また、木質部材２１外に配置された鋼棒２２と木質部材２１との間には、図５（ａ），
（ｃ）に示すように、木質部材２１の下面に当接するとともに、鋼棒２２を上方から囲む
ように支持するサドル２９が配置されており、鋼棒２２は木質部材２１に対して所定の間
隔を維持して張架される。
　このように配置された鋼棒２２は、木質部材２１の切削凹部２４内でナット２７を締め
込むことによって緊張力が導入される。また、ジャッキによって緊張力を導入し、この状
態でナット２７を締め付けることによって定着するものであっても良い。
【００３５】
　このように緊張力が導入された鋼棒２２で補強された木質部材２１は、木質部材２１の
下縁付近に有効に圧縮応力を導入することができる。また、木質部材２１上の荷重による
曲げモーメントに対して、木質部材２１の下側に配置された鋼棒２２が抵抗し、大きな耐
荷力を有するものとなる。
【００３６】
　次に、上記のように構成された木質部材が他の構造部材と接合される接合構造について
説明する。
　図６は、図３に示す第２の実施形態である木質部材１１を、他の木質部材である梁５２
に接合する構造の例を示す断面図であり、図７はこの接合部の構造を示す分解斜視図であ
る。
　これらの図が示すように、この接合構造は、柱５１の上に支持された梁５２の側面に、
鋼棒１２が配置された図３に示す木質部材１１の端面を突き当てるように接合するもので
ある。
　上記梁５２の断面形状は、図６及び図７に示すように、木質部材１１と同様に、鉛直方
向の寸法が横方向（幅方向）の寸法より大きくなった扁平な部材となっている。
　上記柱５１も、断面形状が扁平な矩形となっており、梁５２の軸線方向の寸法がこれと
直角方向の寸法よりも大きくなっており、梁５２にねじ込まれた梁用のスクリュー部材５
３と、箱状の接合金具５４と、該柱５１の軸線方向にねじ込まれた柱用のスクリュー部材
５５（図７には示さない）とによって、相互間で曲げモーメントの伝達が可能に接合され
ている。
【００３７】
　上記梁５２と、軸線方向に緊張力が導入された木質部材１１とは以下のように接合され
ている。
　柱５１と梁５２とを接合するために、梁５２に貫入された２本の梁用のスクリュー部材
５３の１本には、その長さ方向の中間部に軸線と直角方向に貫通するねじ穴が設けられて
いる。そして、梁５２の側面からこの梁用のスクリュー部材５３のねじ穴に通じる横穴５
２ａが梁５２に設けられており、この横穴５２ａに挿通して梁用のスクリュー部材５３に
螺合されたボルト５６により、梁５２の側面に梁受け金物６０が固着されている。
【００３８】
　上記梁受け金物６０は、梁５２の側面に当接される第１の接合板部６０ａと、この第１
の接合板部６０ａの両側縁から直角に立ち上げられた２つの第２の接合板部６０ｂとを有
しており、高さ方向の寸法は木質部材１１の高さ方向の寸法よりも短く形成されている。
【００３９】
　一方、木質部材１１の端部には、軸線と平行で鉛直方向に２つのスリット１１ａが設け
られており、このスリット１１ａに上記梁受け金物の第２の接合板部６０ｂが挿入される
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ようになっている。そして、木質部材１１に設けられた横孔１１ｂに側面からピン６１を
挿入し、上記第２の接合板部６０ｂに設けられたピン孔６０ｃに挿通することによって木
質部材１１が梁受け金物６０に結合されている。
　なお、木質部材１１には、下縁より所定の高さの位置に鋼棒１２が配置され、端部には
スクリュー部材１６が軸線方向にねじ込まれているが、上記梁受け金物６０はスクリュー
部材１６がねじ込まれた位置より上方においてスリット１１ａ内に挿入され、スクリュー
部材１６が配置された位置より上方において木質部材１１の側面からピン６１が挿入され
るものとなっている。
【００４０】
　このように、木質部材１１は梁受け金物６０を介して梁５２の側面に接合されることに
より、木質部材１１と梁５２の間に作用するせん断力は、木質部材１１の側面から挿通さ
れたピン６１、梁受け金物６０、ボルト５６及び梁５２に貫入されたスクリュー部材５３
を介して梁５２に伝達されるようになっている。
【００４１】
　また、図１に示す第１の実施形態である木質部材１についても同様に梁５２と接合する
ことができる。
【００４２】
　なお、上記木質部材の両端部には、図８に示すように、木質部材３１の断面の下部を、
該木質部材３１の幅方向の全域にわたって切削した切り欠き３１ａを設けることもできる
。このように切り欠き３１ａが形成された場合は、該木質部材３１の軸線方向にねじ込む
スクリュー部材３６を、端面より中央部側へ後退した位置に埋め込むものとし、断面を縮
小するように下縁から上方に向かって切削された面３１ｂに、配置される鋼棒３２の軸線
方向の切削凹部３４を設ける。そして、この切削凹部３４内から該木質部材３１の軸線方
向にスクリュー部材３６をねじ込み、鋼棒３２の端部をナット３７によって該スクリュー
部材３６に係止するものである。
　なお、この木質部材３１を他の部材である梁５２に接合するための梁受け金物６０は、
切り欠き３１ａの上方に設けられたスリットに挿入して、図６及び図７に示す接合構造と
同様に他の構造部材に接合することができる。
【００４３】
　このように接合された木質部材３１は、他の構造部材に接合した後においても、切り欠
き３１ａから切削凹部３４内にナット３７を回転されるための工具等を差し入れ、鋼棒３
２に緊張力を導入することができる。また、接合する前に緊張力が導入されている木質部
材３１についても、再度緊張を行って緊張力を追加して導入することができる。
【００４４】
　また、図１に示すように、木質部材１の下面側に開放された溝３を有し、該溝内に緊張
材である鋼棒２が配置されているときには、図９に示すように、鋼棒２をターンバックル
９で結合しても良い。このターンバックル９を木質部材１に形成された溝３内で軸線回り
に回転させることにより、木質部材１が他の構造部材と接合された後においても、鋼棒２
に緊張力を導入し、又は緊張力を追加導入することが可能となる。
【００４５】
　図１０は、図５に示す第３の実施形態の木質部材２１を、他の構造部材である梁５２と
接合する構造の例を示す断面図である。また、図１１は同じ接合構造の平断面図である。
　この木質部材２１も、図６及び図７に示す接合構造と同様に、柱５１に支持された梁５
２に梁受け金物７０を介して接合されている。この梁受け金物７０は、第２の実施の形態
における木質部材１１を接合したときに用いられた梁受け金物６０と同様の構成を備えて
おり、梁５２の側面に当接される第１の接合板部７０ａと、この第１の接合板部７０ａの
両側縁から直角に立ち上げられた２つの第２の接合板部７０ｂとを有している。そして、
梁５２に貫入された梁用のスクリュー部材５７に螺合されるボルト５８によって梁５２の
側面に固定されている。
　この梁受け金物７０の高さ方向の寸法は、図１０に示すように、図６及び図７に示す接
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合構造で用いた梁受け金物６０よりも大きくなっており、木質部材１１の下縁近くにまで
及ぶものとなっている。
【００４６】
　一方、木質部材２１に配置された鋼棒２２は、端部付近において木質部材２１の高さ方
向の中位にねじ込まれたスクリュー部材２６に係止されるものとなっている。したがって
、上記梁受け金物７０は、スクリュー部材２６がねじ込まれた位置の上方から下方にまで
及ぶものとなっているが、スクリュー部材２６は、図１１に示すように、木質部材２１に
形成された２つのスリット２１ａ間にねじ込むことができる。そして、スクリュー部材２
６がねじ込まれた位置より上側及び下側に設けられた横孔から差し入れたピン７１によっ
て木質部材２１を梁受け金物７０に結合することができる。
【００４７】
　本発明は、以上に説明した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の範囲内で他
の形態で実施することができる。
　例えば、木質部材の寸法は、上記の実施の形態で説明した寸法に限定されるものではな
く、断面寸法及び軸線方向の寸法は適宜に定めることができる。また、この木質部材とし
て、小断面部材を貼り合わせた集成材や無垢の木材を用いることができ、これらの他に木
材を主材料として形成された木質の部材であってもよい。
　また、緊張材は、上記鋼棒の他、鋼線や鋼より線であっても良いし、アラミド繊維等の
合成樹脂繊維を束ねた緊張材を用いることもできる。そして、これらの緊張材をスクリュ
ー部材に係止する方法は、上記のように緊張材に螺合されるナットを用いる方法の他に、
くさびによって係止する方法や、合成樹脂をスクリュー部材の貫通孔内に充填し、固化さ
せて緊張材と結合する方法等を採用することもできる。
　さらに、本発明の木質部材を他の構造部材に接合する構造も、以上に説明した構造に限
定されるものではなく、様々な形態で様々な部材に接合することができる。
　図６から図１１までに示す接合構造では、本発明の木質部材を接合する梁５２には鉛直
方向にスクリュー部材５３，５７がねじ込まれ、梁受け金物６０，７０が上記スクリュー
部材５３，５７に螺合されるボルト５６，５８によって梁５２に固定されているが、スク
リュー部材を用いることなく梁受け金物を固定するものであってもよい。例えば、梁を貫
通するボルトによって梁受け金物を梁の側面に固定することができる。また、梁受け金物
も他の形態のものを用いることができる。
【符号の説明】
【００４８】
１：木質部材，　　２：鋼棒（緊張材），　　２ａ：鋼棒の先端部，　　３：溝，　　４
：切削凹部，　　４ａ：切削凹部の底面，　　５：孔，　　６：スクリュー部材，　　６
ａ：スクリュー部材の螺旋状の翼体，　　６ｂ：スクリュー部材の軸部，　　６ｃ：スク
リュー部材の貫通孔，　　６ｄ：スクリュー部材の後端部，　　７：ナット，　　８：座
金，　　９：ターンバックル，　　
１１：木質部材，　　１１ａ：スリット，　　１１ｂ：横孔，　　１２：鋼棒，　　１３
：中空孔，　　１４：切削凹部，　　１６：スクリュー部材、　　
２１：木質部材，　　２１ａ：スリット，　　２２：鋼棒，　　２３：中空孔，　　２４
：切削凹部，　　２６：スクリュー部材，　　２７：ナット，　　２９：サドル，　　
３１：木質部材，　　３１ａ：切り欠き，　　３２：鋼棒，　　３４：切削凹部，　　３
６：スクリュー部材，　　３７：ナット，　　
４１～４９：小断面部材，　　
５１：柱，　　５２：梁，　　５３：梁用のスクリュー部材，　　５４：接合金具，　　
５５：柱用のスクリュー部材、　　５６：ボルト，　　５７：梁用のスクリュー部材，　
　５８：ボルト，　　
６０：梁受け金物，　　６０ａ：第１の接合板部，　　６０ｂ：第２の接合板部，　　６
０ｃ：ピン孔，　　６１：ピン，　　
７０：梁受け金物，　　７０ａ：第１の接合板部，　　７０ｂ：第２の接合板部，　　７
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